
 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 新年、あけましておめでとうございます。新しい年の始まりと

ともに、今日から第３学期がスタートしました。冬休み中、大き

な事故やけがもなく健康で安全な生活ができたこと、大変うれし

く思います。楽しい思い出もいっぱいできたことでしょう。 

さて、３学期は、１年間のまとめの学期でとても大切な学期で

す。６年生は中学生に、５年生以下の皆さんは一つ上の学年に進

級するための準備をする学期です。目標をしっかりともって、新

たな気持ちでがんばってほしいと思います。各学級においては、

３学期のめあてを一人一人がしっかりと決めてがんばらせます。

どうぞ、ご家庭においても子どもたちがどんな目標を決めたのか

を聴いていただき、励ましてください。 

３学期もどうぞよろしくお願いいたします。 
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昨年末の１２月２６日、白河市立図書館「りぶらん」にて、 

「小学校６年生学びの集い」が行われました。これは、「白河 

の歴史・文化再発見！事業」として実施した６年生の史跡巡り 

やこれまでの白河市の歴史や文化を学んだ成果を、市内の小学 

生が発表し交流を図ることで、学びを深め、ふるさとの誇りを 

他へ発信する力を高めることをねらいとしています。 

本校からは、５名の６年生が参加しました。史跡巡りで学んだ小峰城や中山義秀記念文学館

だけでなく、白河五小の歴史や白坂の歴史を発表しようと準備を進めてきました。なかなか準

備の時間がとれず、家に持ち帰って準備をすることが多くありましたが、みんなでがんばって

きました。 

 史跡巡りで使ったポスターや新たにつくった紙芝居を使って、 

みんなにわかりやすい発表を心がけていました。白坂の歴史で 

は、白河第五小学校の歴史に加えて、「白坂の見どころ ベスト 

３！」として、「境の明神」「金売吉次の墓」「愛宕山から見える 

富士山」を紹介しました。 

たくさんの人に聞いてもらって、緊張気味でしたが、みんな一生懸命に発表することができ

ました。同じ６年生からも、「歌や動作もあってわかりやすい発表でした」「学校の歴史や白坂

の歴史を紹介してくれてとてもよかったです」などの感想をいただき、満足そうでした。 



 

 

 

昨年末に、皮籠の篠宮勝美様が、門松を本

校正面玄関に飾ってくださいました。とても

立派な門松です。 

門松は、お正月に歳神様がそれぞれの家に

訪れるための依代（よりしろ）と言われてい

ます。歳神様が、地上に降りてくるときの目

印であり、神様の安息所になるそうです。歳

神様というのは、その年の健康や幸せ、実り

をもたらす神様です。篠宮様から毎年いただ

いている門松によって、１年間の白河五小の

子どもたちの健康と実りがあるような気がしてなりません。本当にありがとうございま

した。 

今年一年、地域の方々に見守られながら、充実した教育活動ができるよう努めてまい

ります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白五小だより第２３号で紹介しました学校運営協議会の委員の皆様から、本校のこれまでの

教育活動についてのご意見をいただいています。その中から、いくつか紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本校の教育活動についてご理解いただき、応援してくださる地域の方々がいらっしゃること、

本当にうれしく、そして心強く思います。この期待に応えられるよう、平成２９年も職員一同、

力を合わせて子どもたちのためにがんばっていきたいと思います。 

 また、この「ちょっといい話」を楽しみにしているというご意見もありました。子どもたち

のよいところを積極的に見つけ、認め、伸ばす教育を今年も推進していきます。また、保護者

の方々、地域の方々から見た子どもたちの「ちょっといい話」を聞かせていただければ、幸い

です。ぜひ、校長室までご連絡ください。今年もどうぞよろしくお願いいたします。 

〇 命にかかわることは別として、子どもたちにつまずきや失敗の経験、そして、それを乗

り越える体験をさせてください。あまり手をかけすぎて何も判断、行動ができなくなるこ

とのほうが問題です。学校を応援しています。がんばってください。 

〇 子ども一人一人の個性、行動をよく観て指導することが大切であると思います。中には、

病気のために行動がとれない子どももいるそうですから。 

〇 どうぞ今のままで子どもたち一人一人を大切に育ててくださることを願っています。感 

謝しております。 

〇「白五小だより」は内容が充実しており、回覧を楽しみにしております。特に「ちょっと

いい話」は面白く、団地内の〇〇君はたびたび登場して、その成長ぶりが伺えますし、隣

に住む〇〇さんの成長も楽しみです。ここに取り上げられた子どもたちは、大人になって

もこのことが忘れられず、きっと一生の大きな励みになると思います。ぜひ、続けてくだ

さい。 


